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会長 原田晃博    例会場 : 割烹「ふな又」 例会日：第２・３・４木曜日  

幹事 津多一幸  事務所：さいたま市岩槻区本町 3-8-2-203 ℡048-758-0680 FAX048-758-0681  
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◆次回の例会◆ 平成３０年１１月３日(土)  社会奉仕事業 少年サッカー大会  場所：蓮田市黒浜運動公園 

 

 会長挨拶       第 56 代会長 原田晃博 

皆様こんにちは！ 

本日の例会は新会員である内藤明会員と木村 

郁夫会員によるイニシエーション・スピーチ 

です。ロータリー用語便覧によると「イニシ 

エーション（Initiation Speech）とは、ロー 

タリーに入会して自己紹介をすること。自分の経歴、職業、

趣味、考え方などを他の会員に伝え、理解を深めて行くこ

と。」とあります。当たり前のことのようですが、なかな

か会員に理解を深めていないように感じる日々です。 

ところで、私自身は10年前の中村年度の新年例会に入会

させて戴きました。当時の例会場であった市民会館いわつ

き1階の畳の部屋だと記憶しております。入会式後に簡単な

自己紹介をしましたが、大先輩の前で何をスピーチしたか

は定かではありません。乾杯後にはお酌をして回りながら

助言や励ましの言葉を戴きました。ここまで記して「自分

自身が当時の事をよく覚えているなぁ」と感じますが、た

ぶん皆様も入会式の事は記憶にあると思います。想い深い

出来事であります。とりとめのない挨拶になりましたが、

両会員にとって必ずや記憶に残る事は間違いないです。本

日もよろしくお願い致します。 
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「積極的に参加し、ロータリーを実践し、みんなに豊かな人生を」

 

委員会報告 

の両方から富士山を眺めることも出来、焼津 

では駿河湾を見渡せる宿で新鮮な魚と美味し 

いお酒を楽しめました。ご参加誠にありがと 

うございました。 

 

社会奉仕委員会 委員長 小林 篤 
次回の例会、11月3日(土)は蓮田ＲＣさん 

との共催による「少年サッカー大会」です。 

朝7時30分集合となりますので、皆様どうぞ 

宜しくお願い致します。 

 

新会員卓話 イニシエーション・スピーチ 

・2017～18 年度青少年交換派遣学生帰国報告会 

 日時 2018 年 11 月 11 日 受付 8：30 

 場所 大宮ソニックシティ 小ホール 

 第４グループ輩出の稲山竜也君（岩槻高校Ｉ 

ＡＣ）は最後 22 番目の発表です。 

・ロータリー米山記念奨学会より「ハイライト 

よねやま 223 号」 

・さいたま市交通安全対策協議会より「さいたま市防犯・暴 

力排除・交通安全市民大会」の開催案内 

 日時 11 月 21 日 受付 15：00 

 場所 市民会館おおみや 大ホール 

・大宮北ＲＣ、大宮北東ＲＣより例会予定表。 

・大宮西ＲＣより週報が届いております。      以上 

 

 

会員増強委員会 委員長 田中芳明 
 本日は 4月に入会された内藤 明会員と木村 

郁夫会員によるイニシエーション・スピーチ 

をよろしくお願い致します。 

 

木村 郁夫 会員 大京建設(株) 
岩槻で生まれ、白菊幼稚園、岩槻小学 

校、岩槻中学校に入学致しまして、小林 

篤君とお友達になりました。当時の記憶 

として、小林君は面倒見が良くおしゃれ 

な中学生だったと思います。自分は善悪 

の区別がなくよい生徒だったとは言えなかったと思います。 

体のお話をさせて頂くと、中学校 3年生の時、高熱が出て、

ある病院で熱を下げる為 1 日 2 本、4 日間合計 8 本の注射を

打ちましたが、それから今で言う低体温になり、足が冷たく、

体がおかしくなったかと思うようになりました。越谷西高校

に入学して、自転車通学しながら食事も多く摂るようになり

体が小さかった私も人並みに大きくなった時期でした。 

そして西川口にある極真空手の道場に高校 1 年の 4 月に入

門致しました。私は弱かったせいもあり、強い男に憧れがあ

りました。空手を習っていない同級生の斉藤君相手の組み手

で、彼の蹴りを手に受けてしまい骨が完全に折れた時はとて

も痛かったです。全身の熱が折れた手に集まるような感じが

して、寒気と吐き気が襲ってきました。変な話ですがとても

いい経験だったと思います。 

そして、大きな事として、東京五反田にある関東逓信病院

で神経ブロック注射を首の付け根の神経に 25 本打ちまして、

それからその副作用で生きているのがつらい時もあるくら

い、大変な体になってしまいました。それが高校 1 年生の夏

休みでした。 

高校 2年生の頃、空手の先生から御浄霊（ごじょうれい） 

 

親睦委員会 委員長 鈴木 隆 
10月21日～22日の会員親睦旅行はおかげ様で天気にも恵ま

れ、大変ゆったりと良い旅が出来ました。山梨側と静岡側 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 行   会報・広報委員会   委員長 出山知宏  副委員長 藤澤洋介  委員 志水一雄 中村 正 

出席報告 
会員数 出席数 免除者 ＭＵ 出席率 

25 15 1 2 72.00％ 

 

スマイル報告 
本日のスマイル合計 18,000 円 

年間累計額 262,000 円 

 

メンバー（50音順） 

小田光司  木村郁夫  小林 篤  小林利郎 

鈴木 隆  鈴木真樹  関根信行  田中芳明 

津多一幸  内藤 明  原田晃博  藤澤洋介 

増岡昌行  三浦宣之 

 🌼ご芳志ありがとうございました🌼 

スマイルＢＯＸより 

 

 

 

内藤 明 会員 (有)内藤水道 
１９６５年、昭和４０年７月２３日生 

まれで、現在５３歳、巳年の獅子座です。 

生まれたときは未熟児に近かったのです 

が、夏だったので保育器に入らずに済み 

ました。幼児期はたちばな保育園に入園、 

小学校は太田小学校に入学しました。３年生ごろより小児ぜ

んそくを患い、高校生になるまで治療は続き、大変つらい思

いをしたことを思い出します。現在は完治して年に１、２回

風邪をひくくらいです。 

岩槻中学校では特に部活に入らず、帰宅部に徹していまし

た。性格的には根暗の部分があったと思います。今では考え

られませんが。 

高校は東京の板橋にあった（現在は豊洲に移転）芝浦工業

大学高等学校に入学、学校生活では生徒会活動に没頭し、学

園祭や学校のイベントの企画運営に携わりました。このあた

りから現在いろいろな団体に所属して人のために何かしてあ

げたいというボランティア精神のめが出てきたのかなと思い

ます。 

そして大学はそのまま芝浦工業大学土木工学科に入学、専

攻は河川工学。大学４年生の時に卒業論文作成を兼ねてつく

ば市にある国立土木研究所の河川研究室に出向し、そこの研

究員の方と一緒に様々な実験を行い貴重な体験をさせていた

だきました。大学４年生の時に卒業論文作成を兼ねてつくば 

市にある国立土木研究所の河川研究室に出向し、そこの研究 

員の方と一緒に様々な実験を行い貴重な体験をさせて頂きま

した。 

その後東京の空調衛生設備会社に入社。そこの工事部に配

属され、小学校や警察署など官公庁の現場に多く携わり、特

に民間の仕事では２年間現場に詰めた成田全日空ホテルの現

場が印象的でした。７年間勤めた後、家業を継ぐために有限

会社内藤水道に入社し、３年前に父に代わり代表取締役に就

任し現在に至っています。また現在さいたま市の管工事組合

と建設業協会岩槻支部の理事役員をさせて頂いております。 

プライベートの部分では様々な団体に参加させていただ

き、消防団には２０年近く所属し地域市民の安全のために日

夜奮闘しております。 

また自衛隊協力会では自衛隊の応援団として、隊員の方々と

の交流と支援を通して、市民に自衛隊への理解と日本を取り

巻く安全保障問題に関心を持ってもらう活動を行っておりま

す。 

そして青年会議所（ＪＣ）には、１９９６年に岩槻ＪＣに入

会し、２００３年に理事長を拝命、地域の青年会議所相互の

合併に伴い２００５年に埼玉中央ＪＣ会員として卒業しまし

た。入会中は３度の日本ＪＣへの出向も経験させていただき

ました。 

ＪＣでは自己修練の場として、様々な経験をさせてもらい、

現在の自己形成の学び舎といっても過言ではない存在です。

今は卒業してＯＢの一人としてＪＣ現役会員の支援を続けて

おります。 

さて岩槻ロータリークラブに所属して３か月が過ぎました

が、ロータリー活動を通じて今後も多くの人たちと知り合い、

人脈を広げていきたいと考えおります。またロータリーの理

念のひとつ社会奉仕の精神醸成に向けて努力する所存であり

ます。今後とも先輩皆様の御助言、御支援をよろしくお願い

いたします。               （要約） 

 

という手をかざして神様の光を頂くところに連れて行って頂

き、それから一カ月位してから熱が出て、コップ一杯くらい

の黄色い痰が出て体が良くなった事を経験してから教会で教

えて頂いた通りになりびっくりしたことを覚えております。

いわゆる熱、風邪は、体の毒を溶かし、体外に排出させる事

によって、健康になるという真理、摂理を体験しました。 

人間という構造物は、食物以外の異物は外に排除するという

生理作用があることがわかりました。そして、「健全な体に宿

る健全な魂」という言葉の意味も理解しました。自分は結婚

もしておらず子供もいませんが、元気のない体の弱い子は強

くなって欲しいと思います。 

 その後、建設会社に入社させて頂きまして、 大根社長様

には大変感謝をしております。また、当時支店長の村上様に

は色々な事を教えて頂き、自分が社会人として、現場監督と

して働かせていただけた事、感謝してもしきれません。また、

大工様はじめいろいろな職人様方の技にとても感動致しまし

た。仕事というのは皆様の力で成り立っていく事もこの時期

勉強させて頂きました。それから、実家が不動産と建築を営

んでいたこともあり、平成 9 年から現在に至っております。

また、空手の指導員として毛塚師範からお許しを頂いており

ます空手には大変学ぶことが多いと感じます。他の武道やス

ポーツなどもそれぞれの競技の中でどれも奥深く、達人の域

になる道には、人生、何事にも共通する事だと思います。空

手は組手と型がありますが、２つとも相手がいて成り立って

いる事に魅力を感じます。痛いですが、そこで軸を使って攻

防する事を覚えていく事が大切なのですが、実際、強い相手

と組手をするととても恐怖を感じますが、そこがピンチから

成長する為の修行であると思っております。また、空手は左

右手足の運動になるので、バランス良く体を鍛えられます。

そして、大切な事は、体は全部つながっております。例えば

空手の突きは手で打つのですが、威力を出す為には、下半身

の力、腰のキレが不可欠で、全身で攻防する事が大切な事も

学べます。 

機会がありましたら、経験されると今後の体調管理に役立つ

と思います。ご指導頂きました師範、先生、先輩方、誠にあ

りがとうございます。本日は発表の場をいただきまして、あ

りがとうございました。今後ともよろしくお願い致します。 

 

 


